
平成 ２９ 年 １２ 月 １４ 日塩尻市公園施設長寿命化対策平成２６年度　～　平成２８年度　（３年間） 塩尻市公園施設長寿命化計画に基づき、必要な遊具等の更新を行い公園施設の長寿命化を図る。
（H26当初） （H27末） （H28末）遊具等更新の必要な公園のうち対策済み公園の割合（％）　対策済みの割合＝更新済み公園数／更新が必要な公園数（26公園）（％）

事　後　評　価　（中　間　評　価）○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期 交付期間終了後　塩尻市建設事業部都市計画課内において実施 ホームページにて公表１．交付対象事業の進捗状況Ａ1　基幹事業番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30合計 60.5Ｂ　関連社会資本整備事業事業 地域 交付 直接 備考種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26合計
1-A1-1 公園 一般 塩尻市 直接 塩尻市 60.5塩尻市 公園施設長寿命化対策支援事業 遊具更新10箇所

事業内容番号 省略 要素となる事業名
公表の方法

事業者

社会資本総合整備計画　事後評価書計画の名称計画の期間 交付対象計画の目標　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業 事業者 省略工種 要素となる事業名 市町村名 全体事業費（百万円）（事業箇所）
全体事業費 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 60.5 百万円 Ａ 60.5 百万円

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
　　百万円

ききょう公園の遊具更新3基、大門北公園の遊具更新2基、桟敷原児童公園の遊具更新1基、八幡原公園の遊具更新1基、広丘短歌公園の遊具更新2基、内田原公園の遊具更新1基吉田ふれあい公園の遊具更新1基、ながうね公園の遊具更新1基、吉田若宮公園の遊具更新1基、小坂田公園のプール修繕1箇所
効果促進事業費の割合 　％Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）Ｂ 　　百万円 Ｃ

備考当初現況値 中間目標値 最終目標値2/26≒7.7％ 12/26＝46.2％ 　整備計画策定時、最終目標値の更新済み公園数は平成25年度に実施した2公園を含まずに設定していたため、10公園から12公園へ修正している。
事後評価（中間評価）の実施体制

市町村名港湾・地区名 事業実施期間（年度） 全体事業費（百万円）工種 （延長・面積等）

事後評価（中間評価）の実施時期



番号 備考Ｃ　効果促進事業事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26
合計番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況Ⅰ定量的指標に関連する ・遊具の更新を効率的に進め、利用者の安全・安心に寄与した。　　　交付対象事業の効果の発現状況 最終目標値 46.2%Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値に差が出た要因最終実績値 42.3%
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 ・安全に利用できるようになり、保育園の散歩での利用や学校帰りの利用者が増加した。（必要に応じて記述）３．特記事項（今後の方針等）　・公園施設長寿命化計画に基づき、引き続き遊具等の定期点検を実施しながら、適切な公園施設の維持管理に努めていく。

番号 事業者 省略 要素となる事業名
一体的に実施することにより期待される効果

　小坂田公園のプール修繕を予定していたが、平成28年度にプールが廃止され、修繕が不要となり対策公園数が12公園から11公園となったため、目標値＞実績値となった。　なお、計画に掲げた更新の必要な公園の対策は目標を達成している。指標①（遊具等更新が必要な公園の対策済みの割合）

事業内容 市町村名港湾・地区名 全体事業費（百万円）工種一体的に実施することにより期待される効果



社会資本総合整備計画計画の名称 塩尻市公園施設長寿命化対策平成２６年度　～　平成２８年度　（３年間）計画の期間 交付対象 塩尻市遊具更新
遊具更新

桟敷原児童公園
遊具更新

ききょう公園

八幡原公園遊具更新

大門北公園



社会資本総合整備計画平成２６年度　～　平成２８年度　（３年間）計画の期間 交付対象 塩尻市

遊具更新
遊具更新

内田原公園

吉田若宮公園

吉田ふれあい公園

ながうね公園

遊具更新
遊具更新



社会資本総合整備計画計画の名称 塩尻市公園施設長寿命化対策平成２６年度　～　平成２８年度　（３年間）計画の期間 交付対象 塩尻市

広丘短歌公園

遊具更新

小坂田公園
プール ※平成28年度廃止に伴い修繕中止

広丘短歌公園


